
   

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
５
月
１４
日

大
阪
市
天
王
寺
区
内
で
第
６７
回
定
期

総
会
を
３７
人
の
出
席
で
開
き
ま
し
た
。 

翌
日
が
沖
縄
が
日
本
に
返
還
さ
れ

て
ち
ょ
う
ど
５
１
年
目
に
当
た
る
と

言
う
こ
と
も
あ
り
、
沖
縄
連
帯
の
熱

を
帯
び
た
総
会
と
な
り
ま
し
た
。 

近
藤
理
事
長
の
司
会
の
も
と
、
最

初
に
西
晃
会
長(

左
下
写
真)

が
恒
例

の
憲
法
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

以
下
に
そ
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま

す
。 「

地
震
、
殺
人
な
ど
心
を
暗
く
す

る
社
会
の
中
、
現
状
を
ふ
ま
え
て
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
憲
法
第
７
章
の
財
政

民
主
主
義
、
第
８３
条
～
９１
条
の
話

が
よ
か
っ
た
で
す
。
建
設
国
債
を
軍

艦
建
造
に
使
う
と
は
お
か
し
い
。
軍

事
費
増
額
に
反
対
し
ま
し
ょ
う
。
累

積
長
期
債
務
が
非
常
に
気
に
か
か
り

ま
す
」 

「
沖
縄
で
地
に
足
を
つ
け
て
運
動

し
て
い
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
話
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
阿
波

根
し
ょ
う
こ
う
さ
ん
の
『
耳
よ
り
上

に
手
を
あ
げ
な
い
』
『
沖
縄
人
同
士

は
ケ
ン
カ
を
し
な
い
』
『
相
手
の
立

場
を
尊
重
し
な
が
ら
自
分
た
ち
の
主

張
を
通
す
』
な
ど
沖
縄
の
た
た
か
い

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」 

「
西
南
諸
島
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
に

つ
い
て
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た

が
、
『
攻
撃
目
標
に
な
っ
て
し
ま
う
』

と
い
う
こ
と
が
現
実
味
を
帯
び
て
き

た
と
思
い
ま
し
た
。
一
般
マ
ス
コ
ミ 

 

  

 

が
ほ
と
ん
ど
報
道
し
な
い
中
、
私
た 

ち
の
運
動
を
広
げ
る
こ
と
が
大
事
だ

と
決
意
し
ま
し
た
」 

 

次
に
２５
名
の
物
故
者
に
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。 

 

次
に
片
方
副
会
長
、
岩
本
副
理
事

長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
議
事
に
移

り
ま
し
た
。 

ま
ず
上
羽
事
務
局
長
が
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
ア
ベ
「
国
葬
」

に
対
す
る
抗
議
行
動
な
ど
１
年
間
の

活
動
を
振
り
返
っ
た
あ
と
、
方
針
提

案
を
行
い
ま
し
た
。 

続
い
て
吉
田
事
務
局
次
長
が
２
０

２
２
年
度
の
収
支
報
告
と
新
年
度
予

算
の
提
案
、
加
藤
秀
雄
さ
ん
が
会
計

監
査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

 

休
憩
後
討
論
に
移
り
、
地
域
か
ら 

               

  

元
気
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
報
告
が
な 

さ
れ
ま
し
た
。
。
都
島
、
東
住
吉
、
．

高
槻
・
島
本
、
西
淀
川
、
堺
、
東
大

阪
、
ミ
ナ
ミ
、
八
尾
、
天
王
寺
、
青

年
学
生
部
な
ど
が
発
言
し
ま
し
た
。 

こ
の
討
論
の
あ
と
、
２
０
２
２
年

度
活
動
総
括
・
収
支
、
２
０
２
３
年 

度
活
動
方
針
・
予
算
案
お
よ
び
役
員 

案
が
全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

 

仲
間
づ
く
り
顕
彰
で
は
１４
名
に
図 

書
カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

選
出
さ
れ
た
役
員
は
以
下
の
通
り

で
す
。
＊
敬
称
略 

◇
会
長―

西 

晃 

◇
副
会
長―

岩

田
幸
雄
、
片
方
真
佐
子
、
山
本
陽
子 

 

◇
理
事
長―

近
藤
正
◇
副
理
事
長―

亀
井
明
子
、
岩
本
悟
、
中
村
玉
枝 

 
 

＊
総
会
で
は
２６
名
の
物
故
者
に 

黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。 

            

中
村
玉
枝
、
亀
井
明
子
、
岩
本
事 

   

  

 

な
お
、
総
会
に
は
次
の
団
体
よ
り

心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

こ
こ
に
記
し
て
改
め
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

１
． 

全
大
阪
労
働
組
合
総
連
合 

２
． 

大
阪
府
立
高
等
学
校
教
職
員

組
合 

３
．
日
本
コ
リ
ア
協
会
・
大
阪 

４
．
大
阪
府
保
険
医
協
会 

５
．
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会 

６
．
大
阪
医
療
労
働
組
合
連
合
会 

７
．
大
阪
民
主
医
療
機
関
連
合
会 

８
．
原
水
爆
禁
止
大
阪
府
協
議
会 

９
．
全
大
阪
生
活
と
健
康
を
守
る 

 

 
 

連
合
会 

１０
．
全
大
阪
労
働
組
合
総
連
合 

１１
．
進
歩
と
革
新
を
め
ざ
す
大 

 

 
 
 

阪
の
会
「 

１２
．
平
和
を
願
い
戦
争
に
反
対
す

る
大
阪
戦
没
者
遺
族
の
会 

１３
．
非
核
の
政
府
を
求
め
る
大
阪

の
会 

              

   

１４
．
日
本
共
産
党
大
阪
国
政
事
務 

 
 

 
 

所 

１５
．
大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
連
帯
委
員
会 
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総
会
に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
文 

 

◎
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
、
各
地
域

の
様
子
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
。
西

淀
川
や
八
尾
の
組
織
に
近
づ
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
組
織
も
若

い
人
が
不
可
欠
で
す
。
何
と
か
し

た
い
で
す
。 

 

【
堺
か
ら
の
参
加
者
よ
り
】 

名
古
屋
と
奈
良
で
大
阪
の
仲
間
づ
く
り
報
告 
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2023 年６月 25 日（日曜日） 

 

        【 ６月の行事案内】 

７日(水) 東住吉平和委員会総会 13：30  

     今川地域振興センター 

常任理事会 18：00～ 

9日(金) ９の日宣伝 17：00 淀屋橋 

15日(木) 沖縄連帯行動 12：00 近鉄上本町駅前 

17日(土) 大阪母親大会 13：00 クレオ大阪中央 

 井上麻矢氏講演 

24日(土) 日本平和委員会定期全国大会オンライン(～25 日） 

30日(金) 平和行進出発式 11：45 柏原市役所前   

２３２５号 

 

 

 

 



 

５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
。
改
憲

が
議
論
さ
れ
る
な
か
、
道
行
く
若
者

た
ち
は
憲
法
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。 

大
阪
平
和
委
員
会
青
年
学
生
部
と

青
年
協
議
会
は
、
こ
の
日
８
回
目
の

「
若
者
１
０
０
人
に
聞
く
憲
法
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
阿
部
野
橋
歩
道
橋
周
辺

で
午
前
９
時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分

ま
で
計
２１
人
で
実
施
し
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く
れ
た
若

者
は
１
０
４
人
（
内
訳
は
１２
歳
～

３６
歳
で
平
均
年
齢
は
１６
・
５８
歳
）

で
し
た
。 

憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
青
年

学
生
部
の
見
解―

本
日
施
行
７
６
年

目
を
迎
え
、
日
本
国
憲
法
に
つ
い
て

改
憲
が
論
議
さ
れ
る
中
、
道
行
く
若

者
た
ち
に
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い

る
の
か
。
憲
法
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
、
私
た
ち
大
阪
平
和
委

員
会
青
年
学
生
部
は
、
２
０
１
４
年

か
ら
８
回
目
の
「
若
者
１
０
０
人
に

聞
く
憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、

大
阪
の
若
者
の
意
識
調
査
を
行
っ
た
。 

昨
年
１
２
月
の
「
安
保
３
文
書
」

の
閣
議
決
定
を
受
け
て
、
防
衛
費
の

増
額
に
つ
い
て
の
設
問
を
加
え
た
。

全
国
で
の
集
計
に
つ
い
て
は
後
日
、

日
本
平
和
委
員
会
機
関
紙
「
平
和
新

聞
」
紙
面
に
て
発
表
す
る
。 

 

 

以
下
が
主
な
設
問
と
そ
の
回
答
結 

果
。 

 

設
問
１
「
５
月
３
日
は
何
の
日
？
」 

の
問
い
で
「
憲
法
記
念
日
」
と
正
解

し
た
若
者
は
２５
人
（
２４
・
０
％
）

と
な
っ
た
。
誤
回
答
・
無
回
答
は
７９ 

  

 

人
（
７６
．
０
％
）
だ
っ
た
。 

 

誤
回
答
と
し
て
、
「
建
国
記
念
日
」

憲
国
記
念
日
」
が
合
わ
せ
て
６
人
、

「
ご
み
の
日
」(

４
人)

や
「
こ
ど
も

の
日
」(

６
人)

「
み
ど
り
の
日
」(

４

人)

が
目
立
っ
た
。 

設
問
２
「
憲
法
は
変
え
る
べ
き

か
？
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
改

憲
賛
成
（
変
え
る
べ
き
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
変
え
る
べ
き
）
の
回
答
数

が
１６
人
（
１５
・
４
％
）
に
対
し
て
、

改
憲
反
対
（
変
え
る
べ
き
で
な
い
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
変
え
る
べ
き
で

な
い
）
の
回
答
数
が
２
２
人
（
２１
・

２
％
）
と
上
回
っ
た
。
た
だ
し
、

「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
若
者

が
６６
人
（
６３
・
５
％
と
相
変
わ
ら 

ず
多
数
を
占
め
た
。 

 

変
え
る
べ
き
派
の
意
見
と
し
て
は
、

「
（
ど
こ
を
変
え
た
い
か
）
９
条
」

と
い
う
回
答
の
ほ
か
、
「
現
代
社
会

向
き
で
は
な
い
」
「
新
し
い
時
代
に

あ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
男
女
差
別

な
ど
」
と
い
っ
た
日
本
国
憲
法
が
時

代 に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
認 

             

  

識
の
回
答
が
２
件
。
最
も
多
か
っ
た 

の
が
、
「
同
性
婚
あ
り
に
し
た
い
」

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
た
ち
の
対
応
」
と

い
う
よ
う
な
性
別
マ
イ 

ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
に
関
す
る
回
答
で
、

４
件
に
の
ぼ
っ
た
。
昨
年
は
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
影
響

も
あ
り
、
憲
法
９
条
・
安
全
保
障
に

関
す
る
自
由
記
述
が
圧
倒
的
多
か
っ

た
が
、
今
年
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら 

れ
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
個
人
の
尊

厳
や
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て
若
者
の 

関
心
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
た
。 

 

ほ
か
に
「
タ
ト
ゥ
ー
が
入
っ
て
い

た
ら
温
泉
に
入
れ
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。 

設
問
３
「
憲
法
９
条
に
つ
い
て
は
変

え
る
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し

て
は
、
９
条
を
変
え
る
べ
き
だ
と
回 

答
し
た
若
者
は
１０
人
（
９
・
９
％
｝

に
と
ど
ま
り
、
変
え
る
べ
き
で
な
い 

と
回
答
し
た
若
者
は
５９
人
（
５６
・

７
％
）
だ
っ
た
。
「
わ
か
ら
な
い
」

と
回
答
し
た
若
者
も
３５
人
（
３３
・

７
％
）
い
た
。 

 

９
条
を
変
え
る
べ
き
だ
と
回
答
し

た
若
者
か
ら
は
「
攻
撃
さ
れ
た
時
国

を
守
れ
る
」
「
治
安
維
持
の
た
め
」

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
反
対
の
意

見
と
し
て
は
「
戦
争
は
武
器
を
使
う

こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
る
と
思
う
か
ら
」 

「
過
去
の
悲
劇
を
二
度
と
引
き
起
こ

さ
な
い
め
」
「
戦
争
は
嫌
！
」
な
ど

と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
、
明
確
に

「
戦
争
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
戦
争

に
対
す
る
拒
否
感
を
示
す
自
由
記 

  

               

述
が
２６
件
と
多
数
を
占
め
た
。
憲
法

９
条
が
変
え
ら
れ
る
こ
と
が
戦
争
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不

安
と
、
９
条
に
よ
っ
て
平
和
が
守
ら

れ
て
き
た
と
い
う
認
識
が
強
か
っ
た
。 

   
 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
沖
縄
「
返

還
」
か
ら
ち
ょ
う
ど
５１
年
目
の
５
月

１５
日
正
午
か
ら
１
時
前
ま
で
近
鉄
上

本
町
駅
前
で
沖
縄
連
帯
行
動
を
１５
人

の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
を
通
し
て
「
辺
野
古
新

基
地
建
設
の
断
念
を
求
め
る
署
名
」

を
２５
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
と
う
た
ご
え
協
議

会
の
立
川
孝
信
さ
ん
と
平
和
遺
族
会

の
大
島
守
さ
ん
の
３
人
が
、
マ
イ
ク

を
通
し
て
「
今
日
沖
縄
は
本
土
に
復

帰
し
て
５１
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
し 

し
か
し
、
沖
縄
に
は
今
な
お
巨
大
な

米
軍
基
地
が
居
座
り
、
経
済
発
展
が 

妨
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
昨 

 

        

年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
安
保
３

文
書
」
で
、
本
格
的
な
軍
事
要
塞
に

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」
と
訴
え

ま
し
た
。 
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沖
縄
連
帯
行
動 

憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
「
９
条
変
え
る
べ
き
で
な
い
」と
の
回
答
が
上
回
る 

 

 

 

 

 

日本平和委員会第７３回定期全国大会オンラインの開催要項 

●日  時  ６月２４日（土）13 時半～２５日（日）15 時 

●日  程  24 日 13：00 受付（Zoom 入室） 

13：30 開会・全体会―議長選出、開会あいさつ、報告と

提案、全体討論など 

17：30 休憩 

        25 日 10：00  分科会（Zoom 入室 9:40） 

           12：00 休憩 

          13：00 全体会―分科会報告、討論のまとめ、議案採決、

閉会あいさつなど 

          15：00 閉会 

 

 


